
神
奈
川
県
央
地
域
の
産
業
と
企
業

東
邦
電
子

センサからシステムまでを創造する
　
東
邦
電
子
は
「
セ
ン
サ
か
ら
シ
ス
テ
ム

ま
で
を
創
造
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

各
種
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
中
心

に
、レ
コ
ー
ダ
、温
度
セ
ン
サ
、Ｓ
Ｓ
Ｒ
、サ

イ
リ
ス
タ
か
ら
半
導
体
製
造
工
程
で
必
要

な
検
査
治
具
の
プ
ロ

ー
ブ
カ
ー
ド
に
実
績

が
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
で
は
、
新
Ｐ

Ｉ
Ｄ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
採
用
し
、
制
御
性

を
向
上
さ
せ
、
簡
易

プ
ロ
コ
ン
機
能
を
搭
載
し
た
Ｔ
Ｔ
Ｍ
―
２

０
０
シ
リ
ー
ズ

写
真
左

。新
た
に
Ｔ
Ｔ

Ｍ
―
２
０
４
に
百
分
の
１
度
Ｃ
の
測
定
分

解
能
機
種
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
た
。
定
置

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
Ｔ
Ｔ
Ｍ
―
０
０
０
シ
リ

ー
ズ
や
Ｔ
Ｔ
Ｍ
―
０
４
Ｓ
Ｐ
、
そ
の
ほ
か

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｔ
Ｔ
Ｍ
―
３

３
９
、
過
昇
防
止
器
と
し
て
最
適
な
デ
ジ

タ
ル
指
示
計
Ｔ
Ｔ
Ａ
―
０
０
２
な
ど
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
温
度
セ
ン
サ
、
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
ド

写

真
右

で
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

仕
様
の
製
品
を
製
作
す
る
。
ま
た
、
冷
却

性
能
に
優
れ
る
超
低
温
冷
凍
庫
や
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
分
野
に
も

積
極
的
に
参
入
し
て
い
る
。

多様なゴム素材で製品開発 大
和
ケ
ミ
カ
ル

タイ第１工場内

　
大
和
ケ
ミ
カ
ル
は
、
自
動
車
や

家
電
向
け
ゴ
ム
製
品
や
樹
脂
部
品

の
製
造
を
主
力
と
す
る
。

　
取
り
扱
う
ゴ
ム
素
材
も
天
然
ゴ

ム
、
Ｎ
Ｂ
Ｒ
、
ブ
チ
ル
ゴ
ム
、
ア

ク
リ
ル
ゴ
ム
、
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム

な
ど
種
類
が
豊
富
で
、
使
用
す
る

条
件
や
環
境
に
あ
わ
せ
、
素
材
の

選
定
や
形
状
な
ど
を
考
慮
し
、
製

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
　

　
製
造
拠
点
は
、
神
奈
川
県
厚
木

市
の
本
社
工
場
の
ほ
か
、
東
南
ア

ジ
ア
の
タ
イ
に
二
つ
の
工
場
を
持

つ
。
１
９
９
９
年
に
バ
ン
コ
ク
か

ら
１
３
０

の
地
に
タ
イ
第
１

工
場
を
設
立
。
２
０
０
５
年
に
は
、
第
１

工
場
か
ら
車
で

分
の
場
所
に
第
２
工
場

を
設
立
し
た
。
第
２
工
場
で
は
、
主
に
ブ

ロ
ー
成
形
品
と
ゴ
ム
成
形
品
を
生
産
。
タ

イ
国
内
の
大
手
日
系
メ
ー
カ
ー
に
販
売
し

て
い
る
。

農薬フリーの コメヌカロウ
ミツロウ モクロウ

セ
ラ
リ
カ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ

農薬フリーワックス「Ｆシリーズ」新発売
　
セ
ラ
リ
カ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
来
年
創
業
百

八
十
周
年
を
迎
え
る
老
舗
ワ
ッ
ク
ス
メ
ー

カ
ー
。
農
薬
フ
リ
ー
ワ
ッ
ク
ス
「
Ｆ
シ
リ

ー
ズ
」
を

月
よ
り
新
発
売
。
厚
生
労
働

省
認
定
機
関
で
約
三
百
種
の
農
薬
検
査
を

行
い
、
検
出
限
界
以
下
を
実
現
し
た
。
今

話
題
と
な
っ
て
い
る
遅
効
性
農
薬
に
よ
る

ミ
ツ
バ
チ
の
世
界
的
な
減
少
を
く
い
止

め
、
環
境
を
向
上
さ
せ
る
製
品
を
目
標
と

す
る
。
高
精
製
の
ミ
ツ
ロ
ウ
、
コ
メ
ヌ
カ

ロ
ウ
、
モ
ク
ロ
ウ
の
３
種
類
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
医
薬
、
化
粧
品
、
食
品
向
け
な

ど
、
特
に
高
い
安
全
性
を
求
め
ら
れ
る
用

途
に
最
適
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
環
境

目
標
に
お
い
て
も
、
特
に
農
薬
フ
リ
ー
ミ

ツ
ロ
ウ
の
売
上
達
成
を
一
番
に
し
て
い

る
。

レ
ヂ
テ
ッ
ク
ス

高
機
能
洗
浄
剤

洗浄剤の製造販売スタート
　
レ
ヂ
テ
ッ
ク
ス
は
、

月
よ
り
洗
浄
剤

の
製
造
販
売
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
本

社
隣
接
地
に
工
場
を
新
設
し
て
増
産
に
備

え
る
。
製
造
販
売
す
る
製
品
は
、
洗
浄
剤

６
種
、
除
菌
・
漂
白
剤
３
種
。

　
主
力
の
粉
末
マ
ル
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
「
レ

ヂ
キ
ュ
ア
　
Ｐ
Ｍ
１
」
は
、
洗
浄
、
除

菌
、
消
臭
の
機
能
を
持
ち
、
一
般
家
庭
か

ら
業
務
用
ま
で
と
使
用
範
囲
が
広
い
。
除

菌
力
が
強
く
、
酸
素
に
よ
り
細
菌
細
胞
の

組
織
を
酸
化
さ
せ
、
大
腸
菌
や
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
な
ど
を
死
滅
さ
せ
る
。
そ
の
効
果

を
評
価
し
、
大
手
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
導
入
し

た
。
ま
た
、

食
堂
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど

に
設
置
さ
れ

た
グ
リ
ス
ト

ラ
ッ
プ

排

水
溜
り

の

洗
浄
や
希
釈

し
た
洗
浄
液

に
食
器
を
浸

け
置
き
洗
い

す
る
事
に
よ

っ
て
こ
び
り
付
い
た
茶
渋
、
油
汚
れ
を
落

と
し
、
除
菌
で
き
る
。

東
京
コ
ス
モ
ス
電
機

無線モジュール
ワイヤレスエンジン
‐ と ‐

　

電池不要の無線センサー
　
東
京
コ
ス
モ
ス
電
機
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８

０
２
・
１
５
・
４
／
Ｚ
ｉ
ｇ
Ｂ
ｅ
ｅ
準
拠

の
超
低
消
費
電
力
で
最
大
３

の
超
長

距
離
通
信
が
可
能
な
無
線
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
エ
ン
ジ
ン

Ｔ
Ｗ
Ｅ
―
０
０
１
」
と
「
同
　
Ｔ
Ｗ
Ｅ
―

０
０
１
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
」
の
応
用
例
と

し
て
、
電
池
不
要
の
無
線
セ
ン
サ
ー
を
提

案
す
る
。

　
太
陽
電
池
お
よ
び
高
精
度
温
湿
度
セ
ン

サ
ー
を
内
蔵
し
照
度
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
追

加
で
き
る
。

×
９
・
５

の
屋
外

用
太
陽
電
池
で
も
、
蛍
光
灯
の
低
照
度
下

で
３
分
に
１
回
程
度
、
屋
内
照
明
に
最
適

化
さ
れ
た
太
陽
電
池
で
は
数
秒
に
１
回
の

送
信
を
可
能
と
す
る
。

　
無
線
セ
ン
サ
ー
は
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
エ
ン

ジ
ン
の
評
価
開
発
用
の
キ
ッ
ト
と
し
て
技

術
情
報
と
と
も
に
提
供
さ
れ
る
。

オ
ー
ネ
ッ
ク
ス

熱処理技術の総合デパート

新たに導入したガス窒化炉

　
オ
ー
ネ
ッ
ク
ス
は
、
１
９
５
１

年
創
業
の
熱
処
理
専
業
メ
ー
カ

ー
。
蓄
積
さ
れ
た
技
術
は
浸
炭
熱

処
理
を
中
心
に
真
空
熱
処
理
、
高

周
波
熱
処
理
、窒
化
熱
処
理
、セ
ラ

ミ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
幅

広
い
熱
処
理
技
術
の
総
合
デ
パ
ー

ト
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
。

　
雰
囲
気
熱
処
理
の
制
御
技
術
で

は
、
浸
炭
処
理
や
窒
化
処
理
に
お

い
て
最
先
端
の
技
術
を
導
入
し
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る

大
型
品
の
熱
処
理
技
術
で
は
、
半

世
紀
以
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
裏
付
け

ら
れ
た
低
歪
熱
処
理
な
ど
の
高
い
技
術
力

を
持
ち
、
他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
と
同

時
に
国
内
の
ほ
か
海
外
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

再
処
理
と
貯
蔵
遅
延
日
本
原
燃

【
下
】

存
続
に
は
議
論
、
現
状
放
置

あ
と
１
５
０

分
し
か
余

裕
の
な
い
使
用
済
み
燃
料
貯

蔵
プ
ー
ル

再
処
理
工
場
は

中
央
制
御
室
で
３
交
代
で
の

操
業
が
始
ま
っ
て
い
る

揺
ら
ぐ
存
立
基
盤

　
東
通
村
か
ら
六
ケ
所
村
に

入
り
、
海
沿
い
の
険
し
い
道

を
抜
け
て
し
ば
ら
く
進
む

と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
の

風
力
発
電
用
風
車
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
六
ケ
所
村

は
国
内
有
数
の
風
力
発
電
の

拠
点
。

基
の
風
車
が
林
立

す
る
ほ
か
、
国
家
石
油
備
蓄

基
地
、
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

立
地
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

町

だ
。
野
球
場
の
見
事
な

芝
生
の
鮮
や
か
さ
は
、
村
の

財
政
の
豊
か
さ
を
象
徴
し
て

い
る
。

　
そ
の
中
核
に
位
置
す
る
の

が
日
本
原
燃
。
原
子
燃
料
の

ウ
ラ
ン
濃
縮
や
使
用
済
み
燃

料
の
再
処
理
、
放
射
性
廃
棄

物
処
分
な
ど
を
手
が
け
る
。

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
な
ど
国

の
原
子
力
政
策
の
根
幹
を
担

う
事
業
を
し
て
い
る
が
、
東

日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
で
そ
の
存

立
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　
「
最
終
の
事
前
確
認
試
験

を
３
月

日
に
始
め
る
矢
先

だ
っ
た
。川
井
吉
彦
社
長
が

口
惜
し
そ
う
に
語
る
の
は
、

再
処
理
工
場
の
最
後
の
試
験

直
前
に
震
災
に
見
舞
わ
れ
た

こ
と
だ
。
使
用
済
み
燃
料
か

ら
抽
出
し
た
核
分
裂
生
成
物

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

を
ガ
ラ
ス
と
混
ぜ
て
固
化
す

る
溶
融
炉
の
動
作
試
験
が
、

す
で
に
震
災
後
７
カ
月
以
上

経
っ
た
い
ま
も
始
め
ら
れ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

膨
ら
む
工
費

　
再
処
理
工
場
の
工
事
進
捗

率
は

％
。
ガ
ラ
ス
固
化
さ

え
う
ま
く
い
け
ば
、
悲
願
の

営
業
運
転
開
始
と
な
る
。
だ

が
、
震
災
で
東
北
は
極
度
の

電
力
不
足
に
陥
り
、
２
３
０

０

の
電
気
を
使
う
溶
融

炉
の
稼
働
は
事
実
上
、
不
可

能
に
な
っ
た
。
電
力
不
足
が

解
消
し
た
今
も
、
青
森
県
原

子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会

の
結
論
を
待
っ
て
い
る
ほ

か
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
見
直
し
議
論
で
は
再
処
理

は
そ
の
存
続
す
ら
危
う
い
雲

行
き
で
、
身
動
き
が
取
れ
な

い
状
態
に
あ
る
。
３
月

日

か
ら
は
何
も
や
っ
て
い
な

い
。
試
験
を

や
り
た
く
て

仕
方
な
い
。今
度
は
う
ま
く

い
く

赤
坂
猛
理
事

と
切

望
す
る
が
、そ
の
見
通
し
は

立
た
な
い
。

年
８
０
０

発
生

　
再
処
理
で
分
離
し
た
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
原
料
に
核
燃
料

を
製
造
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工

場
の
予
定
地
も
、
基
礎
工
事

の
た
め
地
面
を
掘
り
始
め
た

状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
。

昨
年

月
に
よ
う
や
く
着

工
。
寒
さ
が
厳
し
い
冬
に
い

っ
た
ん
工
事
を
中
断
し
た

後
、
再
開
す
る
矢
先
に
震
災

が
降
り
か
か
っ
た
。
完
成
予

定
は
２
０
１
６
年
３
月
だ

が
、

年
に
事
業
許
可
申
請

を
し
て
以
来
、
す
で
に
３
回

も
延
期
し
て
お
り
、
さ
ら
な

る
遅
延
は
必
至
。
工
費
は
当

初
の
約
１
２
０
０
億
円
か
ら

約
１
９
０
０
億
円
に
膨
ら
む

と
い
う
。

　
よ
り
切
迫
し
て
い
る
の
は

全
国
の
原
発
か
ら
使
用
済
み

燃
料
を
受
け
入
れ
る
貯
蔵
施

設
。
水
面
に
だ
い
だ
い
色
の

照
明
が
映
る
貯
蔵
プ
ー
ル
に

は
、
あ
と
１
５
０

分
し
か

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
原
発
が

ど
ん
ど
ん
止
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
年
に
８
０
０

は
出
る
。
発
電
所
内
の
プ

ー
ル
に
一
時
保
管
し
て
い
る

が
、
そ
れ
も
限
界
が
近
づ
い

て
い
る

同
。こ
の
ま
ま
再

処
理
が
始
ま
ら
な
け
れ
ば
燃

料
は
行
き
場
を
失
う
。
む
つ

市
に
東
京
電
力
と
日
本
原
子

力
発
電
が
共
同
で
建
設
し
て

い
る
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄

セ
ン
タ
ー
も
震
災
以
降
、
工

事
を
中
断
。
「
こ
れ
が
で
き

れ
ば
、
東
電
と
原
電
は
燃
料

の
置
き
場
で
一
息
つ
け
る

同

が
、や
は
り
県
の
検
証

委
員
会
の
報
告
待
ち
。
完
成

予
定
は
来
年
７
月
だ
が
、
現

場
は
更
地
に
草
が
生
え
た
ま

ま
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
。

　

日
、
経
済
産
業
省
を
訪

れ
た
六
ケ
所
村
の
古
川
健
治

村
長
は
「
苦
難
の
歴
史
を
乗

り
越
え
て
国
策
に
協
力
し
て

き
た
。
仮
に
国
の
方
針
が
転

換
さ
れ
る
な
ら
、
国
へ
の
信

頼
は
大
き
く
失
墜
す
る
」
と

事
業
の
継
続
を
強
く
訴
え

た
。
日
本
原
燃
の
川
井
社
長

は
「
地
元
の
方
々
は
国
策
に

協
力
し
て
い
る
と
い
う
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
い
る
。
是

非
、
そ
う
し
た
思
い
も
含
め

て
、
今
後
の
議
論
を
進
め
て

ほ
し
い
」
と
地
元
の
声
を
代

弁
し
た
。

　

編
集
委
員
・
大
橋
修
が

担
当
し
ま
し
た

ＲＣ造の基礎解体

酒巻さん

鳥原会長

　
鹿
島
は
線
状
の
火
工
品
で
あ
る
導
爆
線
を
使
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｒ
Ｃ

造
の
基
礎
杭
や
梁
を
切

く
い

断
す
る
解
体
工
法
「
鹿
島
マ
イ
ク
ロ
ブ
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
工
法
」
鹿
島
Ｍ
Ｂ
工
法

を
開
発
、実
用
化
し
た
。

騒
音
や
振
動
を
伴
う
大
型
重
機
に
よ
る
ブ
レ
ー
カ
ー
破
砕
が
難
し
い
都
市
部
の
基
礎
解
体
工
事
向
け
。
一
定

間
隔
で
小
径
の
穴
を
開
け
、
導
爆
線
を
装
填
し
て
発
破
す
る
こ
と
で
亀
裂
を
貫
通
さ
せ
る
。
爆
薬
量
は
従
来

て
ん

そ
う

の
発
破
工
法
に
比
べ

分
の
１
以
下
で
、
騒
音
・
振
動
の
影
響
を
軽
減
し
て
限
定
的
な
も
の
に
で
き
る
。

被
災
ガ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
再
稼
働
仙
台
、
通
常
体
制
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

微
少
爆
薬
で
低
騒
音
切
断
鹿
島
、
都
市
部
向
け
新
工
法

中
尊
寺
本
堂
を
耐
震
改
修
独
自
板
壁
工
法
で
受
注
大
林
組

Ｅ　 ２０１１年 平成２３年 １０月２８日 金曜日 　　 （ ）

　
大
林
組
は

日
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
中
尊
寺

岩
手
県
平
泉
町

か
ら
本

堂

写
真

の
耐
震
改
修
工

事
を
受
注
し
、
着
工
し
た
と

発
表
し
た
。
伝
統
木
造
建
築

に
多
用
さ
れ
る
落
と
し
込
み

板
壁
で
耐
震
性
を
高
め
る
独

自
の
板
壁
工
法
「
ス
ー
パ
ー

板
壁
工
法
」
を
初
適
用
す

る
。
工
期
は
２
０
１
２
年
３

月
ま
で
。
受
注
金
額
は
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。

　
同
工
法
は
板
間
お
よ
び

柱
、
梁
、
土
台
と
の
接
合
部

を
独
自
形
状
の
ダ
ボ

木
製

ピ
ン

や
ホ
ゾ

突
起

で

密
着
さ
せ
る
。
同
じ
材
料
を

使
っ
て
も
、
一
般
的
な
落
と

し
込
み
板
壁
に
比
べ
耐
力
を

倍
以
上
に
高
め
ら
れ
る
と

い
う
。

　
落
と
し
込
み
板
壁
は
、
溝

を
刻
ん
だ
柱
の
間
に
板
を
落

と
し
込
ん
で
壁
に
す
る
。
歴

史
的
価
値
の
あ
る
伝
統
木
造

建
築
で
は
壁
の
増
設
や
筋
交

い
設
置
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
。
中
尊
寺
本
堂
の
耐

震
改
修
で
も
「
創
建
当
時
の

姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
」
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
意
匠
性

を
損
な
わ
な
い
同
工
法
が
評

価
さ
れ
て
受
注
に
結
び
つ
い

た
。

メ
キ
シ
コ
湾
油
田
掘
削

Ｂ
Ｐ
、米
当
局

か
ら
再
開
承
認

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン

ロ
イ
タ

ー
Ｅ
Ｓ
・
時
事
】
英
石
油
大

手
Ｂ
Ｐ
は
、
昨
年
の
原
油
流

出
事
故
以
来
停
止
し
て
い
た

メ
キ
シ
コ
湾
で
の
深
海
油
田

掘
削
の
再
開
を
、
米
当
局
か

ら
承
認
さ
れ
た
。

　
沖
合
で
の
原
油
や
天
然
ガ

ス
の
掘
削
を
監
督
す
る
米
政

府
機
関
、
安
全
環
境
執
行
局

Ｂ
Ｓ
Ｅ
Ｅ

が
承
認
し

た
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
は
先
週
、
Ｂ

Ｐ
の
探
鉱
計
画
を
支
持
す
る

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
。

　
掘
削
が
承
認
さ
れ
た
の

は
、
Ｂ
Ｐ
が
２
０
０
６
年
に

発
見
し
た
カ
ス
キ
ダ
鉱
区
内

の
油
田
で
、
推
定
埋
蔵
量
は

億

。
原
油
の
埋
蔵
は

年
、
評
価
井
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｐ
が
事
故
後
、
大
規
模

な
油
田
探
査
を
目
的
と
し
た

掘
削
を
新
た
に
承
認
さ
れ
た

の
は
今
回
初
め
て
。
Ｂ
Ｐ
は

深
海
掘
削
装
置
を
年
内
に
５

カ
所
、

年
ま
で
に
７
―
８

カ
所
に
増
や
す
意
向
だ
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

東
京
都
千
代
田
区
、
松
澤

純
社
長
、
０
３
・
５
２
５
３

・
９
０
６
０

は

日
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
仙

台
ガ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

仙
台

市
宮
城
野
区

を

月
９
日

か
ら
順
次
、
再
稼
働
す
る
と

発
表
し
た
。
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

の
陸
上
出
荷
を

９
日
８
時
に
開
始
。
最
初
の

６
日
間
を
準
備
期
間
と
し
て

や
や
時
間
を
短
縮
し
て
操
業

し
、

日
か
ら
は
出
荷
開
始

時
間
を
６
時
に
戻
し
通
常
の

体
制
と
す
る
。

再
資
源
化
に
有
利

　
▽

「
毎

年
、
鉄
の
生

産
量
は
新
興

国
の
旺
盛
な

需
要
を
背
景

に
全
世
界
で
１
億

ず
つ
増

え
て
い
る
」
と
鉄
の
需
要
増

に
つ
い
て
語
る
の
は
ス
チ
ー

ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

東

京
都
中
央
区

専
務
理
事
の

酒
巻
弘
三
さ
ん
。

　
▽

「
そ
の
１
億

の
中

で
４
０
０
０
万

は
、
実
は

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
占
め
る
。

つ
ま
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
鉄

が
回
収
で
き
な
け
れ
ば
産
業

に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
」

と
、
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要

性
を
説
く
。

　
▽

「
鉄
は
リ
サ
イ
ク
ル

し
資
源
化
し
た
後
の
受
け
皿

が
大
き
い
の
が
利
点
」
と
強

調
。
「
使
え
る
資
源
は
き
ち

ん
と
分
別
・
回
収
し
て
、
再

利
用
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

丁
寧
に
扱
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
訴
え
る
。

　
鹿
島
Ｍ
Ｂ
工
法
は
挙
動
解

析
で
産
業
技
術
総
合
研
究

所
、
試
験
体
実
験
で
カ
ヤ
ク

・
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都
墨
田

区

、
装
薬
方
法
で
構
造
安

全
研
究
所

同
三
鷹
市

の

協
力
を
得
て
開
発
し
た
。

　
火
薬
取
締
法
に
基
づ
く
東

京
都
知
事
の
許
可
を
取
得

し
、
都
内
に
お
け
る
建
築
解

体
工
事
３
件
に
適
用
し
た
。

提
案
中
の
案
件
も
含
め
、
年

度
内
に
４
―
５
件
の
適
用
を

見
込
む
。

　
都
市
部
で
は
再
開
発
な
ど

で
大
規
模
な
既
存
建
築
物
を

解
体
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、

「
騒
音
・
振
動
に
加
え
て
粉

じ
ん
も
伴
う
大
型
重
機
に
よ

る
破
砕
で
は
な
く
、
微
少
発

破
に
よ
る
切
断
」

柳
田
克

巳
鹿
島
技
術
研
究
所
建
築
生

産
グ
ル
ー
プ
上
席
研
究
員

と
い
う
発
想
で
同
工
法
を
開

発
し
た
。

天
然
ガ
ス
関
連
機
器

ガ
ス
協
会
が
普
及
目
標

年
ま
で
に

コ
ジ
ェ
ネ

倍

　
日
本
ガ
ス
協
会
の
鳥
原
光

憲
会
長

東
京
ガ
ス
会
長

が

日
会
見
し
、
２
０
３
０

年
に
向
け
た
天
然
ガ
ス
関
連

機
器
の
普
及
目
標
を
公
表
し

た
。
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

を
現
在
の
４

６
０
万

か
ら
３
０
０
０

万

に
、
ガ
ス
空
調
を
１

３
０
０
万
冷
凍

か
ら
２
６

０
０
万
冷
凍

に
、
家
庭
用

燃
料
電
池
を
２
万
台
か
ら
５

０
０
万
台
ま
で
拡
大
。
こ
れ

に
よ
り
、
国
内
の
年
間
電
力

総
需
要
の

％
程
度
を
賄

い
、
ピ
ー
ク
電
力
を
１
３
０

０
万

カ
ッ
ト
で
き
る
と

試
算
し
た
。

　
鳥
原
会
長
は
「
非
常
に
意

欲
的
な
目
標
。
ガ
ス
事
業
者

だ
け
で
な
く
関
連
業
界
と
も

一
体
で
取
り
組
む
」
と
し
た

上
で
、
「
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
積

極
的
に
提
言
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。
こ
の
ほ
か
、
産
業

用
熱
需
要
の
天
然
ガ
ス
比
率

を

・
７
％
か
ら

％
に
、

天
然
ガ
ス
自
動
車
を
４
万
台

か
ら

万
台
に
引
き
上
げ
る

目
標
も
掲
げ
た
。

大
飯
原
発
３
号
機

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

１
次
評
価
報
告
書

関
電
が
国
に
提
出

　
関
西
電
力
は
定
期
検
査
中

の
大
飯
原
子
力
発
電
所
３
号

機
を
再
稼
働
す
る
前
提
と
な

る
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

耐
性

検
査

の
１
次
評
価
報
告
書

を

日
に
も
国
へ
提
出
す

る
。
全
国
で
も
初
め
て
で
、

よ
う
や
く
原
発
再
稼
働
へ
向

け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
る
。

　
た
だ
当
初
３
カ
月
程
度
と

見
ら
れ
て
い
た
国
の
審
査
の

行
方
は
不
透
明
な
ま
ま
で
、

電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
今

冬
に
間
に
合
う
か
ど
う
か
は

微
妙
だ
。

　
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
電
力

会
社
自
ら
が
、
想
定
を
超
え

る
災
害
へ
の
耐
性
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
の
結
果

を
国
が
審
査
す
る
。

　
関
電
は
９
月
ま
で
に
稼
働

中
の
４
基
を
含
む
全

基
で

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
評
価
作

業
に
着
手
。
大
飯
３
号
機
に

つ
い
て
は
９
月
内
の
提
出
を

目
指
し
て
い
た
が
、
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
入
り
へ
の
条
件
と

さ
れ
た
緊
急
安
全
対
策
の
報

告
書
ミ
ス
な
ど
で
遅
れ
て
い

た
。

　
関
電
で
は
現
在
４
基
の
原

発
が
稼
働
中
。
た
だ
年
内
に

３
基
、
２
０
１
２
年
２
月
に

残
り
１
基
が
相
次
い
で
定
期

点
検
に
入
る
こ
と
か
ら
、
今

冬
の
電
力
需
給
は

％
前
後

の
不
足
に
陥
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。


